
mは疲労設計曲線の傾きを表す指数であり� それぞれの継手に対して以下のように与えられる�
m�- �直応力を受ける継手� 表����
m�/ �直応力を受けるケ�ブルおよび高力ボルト� 表�g �
m�/ �せん断応力を受ける継手� 表�� ��

平均応力 �応力比� の影響
表�g に示すケ�ブルについては� 下式に示す補正係数 CRを基本許容応力範囲に乗じることにより許容応力範囲を求

める�
CR��+�R���+�*43R� R 	応力比

応力比 Rは想定される最小の応力と最大の応力との比である� 応力比は疲労設計荷重および死荷重から計算される
応力に基づき求める� 一定振幅応力および変動振幅応力に対する応力範囲の打切り限界についても CRを乗じ� 平均応
力に対する補正を行う� 表�g に示す高力ボルトについては� 平均応力に対する許容応力範囲の補正は行わない�
表���に示す継手については� 原則として平均応力の影響は無視する� ただし� 平均応力が圧縮領域にある場合�

すなわち応力比 Rが�+以下の場合には� 下式に示す補正係数 CRを基本許容応力範囲に乗ずることにより許容応力範

囲を求めてもよい�
CR��+4-�+�R���+40�R�� �R
�+�

板厚の影響

継手の種類によっては� 板厚が増すに従って疲労強度が低下する� 板厚が,/ mmを超える継手については� 下式に
示す補正係数 Ctを基本許容応力範囲に乗ずることにより許容応力範囲を求める�

Ct� .�,/�t,/�t t 	板厚 �mm�
この補正が必要な継手は�
十字溶接継手 �表�� 



+.� -.� ..� /.� 0.� + �� 0.� - �� 0.� . �� 1.� + �� 1.� - �� 1.� . �� 2.� 3.

その他の溶接継手 �表�� 

+.� , �� ,.� , �
に相当する継手である� ただし� 十字溶接継手においては付加板の厚さが+, mm以下の場合� 板厚による疲労強度の
補正を行う必要はない�
一定振幅応力および変動振幅応力に対する応力範囲の打切り限界についても Ctを乗じ� 板厚に対する補正を行う�

基本許容応力範囲 �直応力を受ける継手� m�-

強 度 等 級 応用範囲の打切り限界�MPa�

名 称
,�+*0回基本許容
応 力 範 囲

Dsf�MPa�

一定振幅応力

Dsce�N��

変動振幅応力

Ds e� �N��

A +3* +3*�,4*�+*0� 22�,4*�+*1�

B +// +//�,4*�+*0� 1,�,4*�+*1�

C +,/ ++/�,40�+*0� /-�,40�+*1�

D +** 2.�-4.�+*0� -3�-4.�+*1�

E 2* 0,�.4.�+*0� ,3�.4.�+*1�

F 0/ .0�/40�+*0� ,+�/40�+*1�

G /* -,�141�+*0� +/�141�+*1�

H .* ,-�+4*�+*1� ++�+4*�+*2�

基本許容応力範囲

�直応力を受けるケ�ブルおよび高圧ボルト� m�/

強 度 等 級 応用範囲の打切り限界�MPa�

名 称
,�+*0回基本許容
応 力 範 囲

Dsf�MPa�

一定振幅応力

Dsce�N��

変動振幅応力

Ds e� �N��

K + ,1* ,1*�,4*�+*0� +1*�,4*�+*1�

K , ,** ,**�,4*�+*0� +,0�,4*�+*1�

K - +/* +.2�,4+�+*0� 02�+4*�+*2�

K . 0/ .0�+4+�+*1� ,+�/41�+*2�

K / /* -,�+43�+*1� +/�24,�+*2�

基本許容応力範囲 �せん断応力を受ける継手� m�/

強 度 等 級 応力範囲の打切り限界�MPa�

名 称
,�+*0回基本許容
応 力 範 囲

Dtf�MPa�

一定振幅応力

Dtce�N��

変動振幅応力

Dt e� �N��

S 2* 01�/4*�+*/� .,�/4*�+*1�

� � � 内 Nの値は� 同欄に示す応用範囲の値に対する応力繰返し数の
おおよその値であり� 参考値にすぎない�

.4連結+,0


